

















(1940)出版のヘッセ作品集 f放浪と懐郷j(新潮社)に収録した (1)0 r少年の自の思い出jは，こ
こから昭和22年 (1947)に文部省の『中等盟諸 二jに教科書教材として採択され，以来，多く
の教科書に継続的に掲載されてきた定番教材のひとつである(九また，平成26年の時点で，多少





































示すo ~i:) ， 登場人物には初出の場合のみ国軍を付した。
































































ともいうべき場面があり，その後， lil想として語られる過去の出来事jが展開してゆく D これ
は，小学校で教材として扱われる『やまなしj(6年生)をはじめとして， r少年の日の思い出J
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この図において， 1寺聞は左から右へと流れており，物語自体は， 1→ 2→ 3のJINで展開する。しかし，作

































呼応も指摘されている[小田 2001J 0 
一方で，思い出が「明るいランプの光Jが「外の間」に覆われるなかで語られることによって，















































































































( 1 ) 光村図書 f中学校国語一:学習指導書j(2006.2)による。
( 2 ) 本作品は，多くの先行研究の中で 「盟諸教材の古典jと評される。
( 3 ) 平成24年度版 (2012)の中学校国語教科書のうち，教育出版『伝え合う言葉 中学国語 1j 
「語り手に注目してj，東京書籍『新しい国語 1j I読む 文学二j，光村図書 f国語 1j I表現
を見つめるj，学校図書『中学校 国語 L~ 1-関係の中でjにはヘルマン・ヘッセ作/高橋健
-122-





( 4 ) 近年， r少年の司の思い出jを道徳教材としての読むことに対・して強い批判もあるが[竹内
2005]，教室では依然として「人間的な成長」や「心情jについて読解することが重視され
る傾向にある。














( 7 ) [三回 2009Jに同様の試みがある。
( 8 ) この点について，竹内常一氏は， I私」が f客Jとの会話， I客jの語りを含めたすべてを
語りなおした f間接話法J[竹内 2005J と述べるなど，複数の説があるが，本稿では本作
品を[角谷 2012Jの論と同様に考える。












(13) 訳文は，高橋健二訳『少年の日の思い出J(rヘッセ全集J2 車輪の下 新潮社 1982) ， 
向田朝雄訳 f少年の日の思い出J(r少年の自の思い出 一ヘッセ青春小説集』草思社 2010) ， 































宇佐美毅「特集・文体としての異性装 国語教科書における異性装Jr文学~ 2010.7 
渡辺治「生徒を活かす文学の教室14I総合的な読みjへ向けて一菊池寛「形jの授業構想、を通し
てJr月干IJ国語教育J2009.5 
付記本稿における『少年の日の思い出j本文は すべて『国語 1J光村国書 2015の f少年
の日の思い出jヘルマン・ヘッセ作 高橋健二訳から引用した。
本稿は，平成26年8月3日の，全林野会館における第58囲日本読書学会年次大会での口頭発
表に基づくものである。当日，多くの先生方にご指導，ご批正を賜ったほか，有j畢俊太郎先生，
渡部洋一郎先生にご教示を賜りました。この場を借りて深謝申し上げます。
